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■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構

築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連

絡
協
議
会
が
開
催

令
和
７
年
度
の
第
２
回
国
産
材
の
安
定
供
給

体
制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協

議
会
が
２
月
３
日
に
ウ
エ
ブ
会
議
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
。
川
上
か
ら
川
下
に
わ
た
る
多
数
の
林

業
、
木
材
産
業
、
住
宅
建
築
、
行
政
等
の
関
係

者
の
参
加
の
も
と
、「
木
材
需
給
の
動
向
と
見

通
し
」
及
び
「
木
材
の
合
理
的
な
価
格
形
成
に

向
け
て
」
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

〈
主
な
発
言
〉

○
木
材
需
給
の
動
向
と
見
通
し

・
川
上
で
は
、
人
手
不
足
、
施
業
の
奥
地
化
等

が
要
因
で
民
有
林
で
は
な
か
な
か
出
材
が
で

き
な
い
。
輸
送
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
増
産
で

き
な
い
状
況
。

・
素
材
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
労
働
力
の

確
保
、
高
性
能
林
業
機
械
、
輸
送
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
効
率
化
等
が
必
要
。

・
住
宅
着
工
戸
数
減
少
に
伴
い
、
Ｂ
材
の
需
要

も
落
ち
込
む
一
方
、Ｃ
・
Ｄ
材
は
需
要
あ
り
。

・
針
葉
樹
製
品
輸
入
量
は
減
少
傾
向
、
特
に
Ｓ

Ｐ
Ｆ
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
材
が
減
少
。
現
地
の

製
材
工
場
も
原
木
高
製
品
安
で
利
益
が
出

ず
、
閉
鎖
の
危
機
に
あ
る
。

・
輸
入
合
板
は
、
為
替
や
世
界
情
勢
の
影
響
で

供
給
は
タ
イ
ト
な
状
況
が
続
く
。

・
円
安
が
進
み
、
柱
材
、
間
柱
等
が
輸
入
材
か

ら
ス
ギ
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
が
、
安
値
で
の

ス
ギ
の
使
用
が
定
着
し
な
い
か
懸
念
。
横
架

材
へ
の
国
産
材
利
用
を
進
め
る
に
は
、
国
産

材
を
使
っ
た
用
法
の
普
及
が
必
要
。

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械
等
級
区
分
を
新
た
に
取
得
す
る

取
組
を
進
め
て
い
る
工
場
も
あ
る
が
、
現
状

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
の
需
要
増
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な

い
状
況
。

・
非
住
宅
木
造
化
を
推
進
す
る
必
要
。
そ
の
た

め
に
は
設
計
部
門
と
の
連
携
が
大
切
。

・
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は
そ
れ
な
り
に
仕
事
が
あ

る
工
場
と
仕
事
が
減
少
し
て
い
る
工
場
と
の

２
極
化
の
傾
向
。
工
場
を
回
す
た
め
に
赤
字

の
仕
事
で
あ
っ
て
も
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

・
輸
入
チ
ッ
プ
の
価
格
は
円
安
及
び
世
界
的
な

バ
イ
オ
マ
ス
需
要
に
よ
り
高
止
ま
り
。
国
産

材
チ
ッ
プ
の
価
格
は
堅
調
だ
が
燃
料
用
と
製

紙
用
間
で
取
り
合
い
の
地
域
も
見
受
け
ら
れ

る
。

・
国
産
材
の
普
及
の
た
め
に
は
、
価
格
の
安
定

と
横
架
材
の
強
度
が
課
題
。
小
規
模
の
住
宅

に
使
う
短
い
梁
材
の
強
度
を
数
値
化
し
、
国

産
材
利
用
を
促
し
た
い
。

・
Ｌ
Ｃ
Ａ
制
度
も
追
い
風
に
、
国
産
材
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

○
木
材
の
合
理
的
な
価
格
形
成
に
向
け
て

・
取
引
適
正
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
価
格

交
渉
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
の
で

は
。

・
価
格
交
渉
を
単
な
る
お
願
い
に
し
な
い
た
め

に
、
口
約
束
で
は
な
く
書
面
に
し
、
コ
ス
ト

構
造
の
整
理
、市
況
デ
ー
タ
の
活
用
が
重
要
。

・
需
給
情
報
を
共
有
で
き
れ
ば
、
急
激
な
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
る
買
い
た
た
き
や
受

け
入
れ
制
限
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
。

・
住
宅
業
界
に
お
い
て
も
、
取
適
法
を
踏
ま
え

て
自
主
行
動
計
画
の
改
定
を
実
施
。

・
最
終
消
費
者
へ
の
円
滑
な
価
格
転
嫁
が
進
ま

な
け
れ
ば
、
工
務
店
等
の
大
量
廃
業
な
ど
、

業
界
全
体
が
縮
小
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

・
値
上
げ
を
し
た
際
に
国
際
価
格
よ
り
も
高
価

に
な
る
と
、
輸
入
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
関
税
対
策
等
の
検
討
も
必
要
で
は
な

い
か
。

・
中
長
期
的
に
は
市
場
シ
ェ
ア
を
高
め
て
価
格

交
渉
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
短
期
的
に
は

取
適
法
の
運
用
に
よ
り
価
格
転
嫁
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
。

・
価
格
転
嫁
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
オ
ー
プ

ン
な
取
引
に
お
け
る
取
組
だ
け
で
な
く
、
ク

ロ
ー
ズ
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
の
取

組
も
有
効
。

■
木
材
の
需
給
情
報
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

第
２
回
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に

向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
に
先
立

ち
、
令
和
７
年
12
月
、
林
野
庁
は
同
協
議
会
の

地
区
別
協
議
会
構
成
員
を
対
象
に
⽊
材
の
需
給

情
報
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
．
需
給
の
変
動
等
の
要
因

（
１
）
伐
採
量
変
動
の
要
因

・
例
年
と
比
較
し
た
伐
採
量
に
つ
い
て
、
森
林

組
合
系
統
及
び
素
材
生
産
事
業
者
か
ら
の
回

答
の
う
ち
、25
％
が
「
増
加
」、「
や
や
増
加
」、

約
35
％
が
「
減
少
」、「
や
や
減
少
」
と
回
答
。

・
増
加
の
要
因
と
し
て
「
原
木
の
販
売
先
の
確

保
」、
減
少
の
要
因
と
し
て
「
原
木
生
産
を

担
う
人
材
の
確
保
」
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

・
42
％
が
変
わ
ら
な
い
と
回
答
し
た
。

（
２
）
改
正
建
築
基
準
法
施
⾏
の
影
響

・
全
事
業
者
か
ら
の
回
答
の
う
ち
、30
％
が「
影

響
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
後
も
見
込
ま
れ
な

い
」
と
回
答
。
21
％
が
「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
あ
り
、今
後
も
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
」

と
回
答
。
19
％
が
「
一
時
的
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
っ
た
が
、
今
後
、
続
く
見
込
み
は

小
さ
い（
又
は
な
い
）」と
回
答
、23
％
が「
わ

か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。

２
．
事
業
実
施
に
か
か
る
各
種
コ
ス
ト
変
動
等

の
⾒
通
し

（
１
）
過
去
１
年
の
変
動
と
今
後
の
⾒
通
し

・
過
去
１
年
間
の
コ
ス
ト
変
動
に
つ
い
て
は
、

全
事
業
者
の
80
％
程
度
が「
上
昇
」又
は「
や

や
上
昇
」
と
回
答
。

・
今
後
３
か
月
の
コ
ス
ト
変
動
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
全
事
業
者
の
50
％
程
度
が
「
上
昇
」

又
は
「
や
や
上
昇
」
と
回
答
。

・
コ
ス
ト
区
分
別
、
事
業
区
分
別
、
地
域
別
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
回
答
の
傾
向
に
違
い

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
２
）
コ
ス
ト
変
動
分
の
価
格
転
嫁
⾒
込
み

・
全
事
業
者
の
約
55
％
が
、
価
格
転
嫁
は
「
困

難
」
と
回
答
。
事
業
区
分
別
で
見
て
も
、「
困
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難
」
の
回
答
が
多
く
を
占
め
た
。

・
全
事
業
者
の
約
30
％
が
、
価
格
転
嫁
は
「
概

ね
可
能
」
又
は
「
一
部
可
能
」
と
回
答
し
、

前
回
の
協
議
会
か
ら
約
10
％
の
上
昇
が
見
ら

れ
た
。

・
事
業
区
分
別
で
も
、全
体
的
に
「
概
ね
可
能
」

又
は
「
一
部
可
能
」
の
回
答
率
の
上
昇
が
見

ら
れ
た
。

３
．
木
材
需
給
等
に
つ
い
て
の
主
な
個
別
意
見

○
森
林
組
合
系
統
・
素
材
生
産
事
業
者

・
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
も
に
大
幅
な
出
材
の
増
加

は
見
込
め
な
い
た
め
、
当
面
、
原
木
価
格
は

横
ば
い
で
推
移
。

・
木
材
製
品
価
格
が
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
原
木
価
格
も
上
昇
が
見
ら

れ
な
い
。
一
方
で
、
労
務
費
、
機
械
経
費
、

燃
料
費
等
の
伐
採
コ
ス
ト
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
収
益
性
が
悪
化
し
て
い
る
。

・
年
明
け
以
降
、
九
州
各
地
で
ヒ
ノ
キ
原
木
価

格
が
値
下
が
り
。
３
月
こ
ろ
ま
で
ヒ
ノ
キ
製

材
品
の
荷
動
き
が
厳
し
い
と
い
う
情
報
も
あ

り
、
さ
ら
に
原
木
価
格
が
下
落
す
る
こ
と
を

懸
念
。

○
木
材
加
工
事
業
者

・
物
価
高
騰
に
よ
る
住
宅
着
工
の
減
少
に
加

え
、
地
域
的
要
因
（
積
雪
に
よ
る
住
宅
着
工

減
）
に
よ
り
、
さ
ら
に
建
築
材
の
需
要
が
減

る
見
込
み
。

・
住
宅
着
工
が
減
少
す
る
中
、
輸
入
材
か
ら
の

国
産
材
シ
フ
ト
が
加
速
。
住
宅
価
格
競
争
が

激
化
し
、
国
産
材
、
輸
入
材
製
品
問
わ
ず
、

少
し
で
も
安
い
商
品
を
取
り
扱
う
よ
う
な
動

き
と
な
っ
て
い
る
。

・
円
安
含
め
環
境
の
悪
さ
か
ら
、
欧
州
材
や
米

材
の
第
３
・
４
半
期
の
契
約
量
が
減
少
。
春

か
ら
夏
に
か
け
て
在
庫
が
タ
イ
ト
に
な
る
恐

れ
。

・
製
品
価
格
は
、
欧
州
材
の
入
荷
減
に
よ
り
若

干
の
価
格
上
昇
は
期
待
で
き
る
が
、
市
況
の

低
迷
か
ら
大
幅
な
値
上
げ
と
は
な
ら
な
い
。

○
木
材
流
通
事
業
者

・
原
木
の
出
材
量
は
増
加
し
て
い
な
い
。
１
月

以
降
に
出
材
が
増
え
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な

状
況
と
な
る
か
を
注
視
。

・
合
板
用
・
燃
料
用
原
木
は
、
未
利
用
材
の
需

要
が
依
然
高
水
準
に
あ
る
た
め
、
現
在
の
価

格
を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
木
材
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
影
響
で
、
国
産

材
製
品
価
格
は
伸
び
悩
み
。
素
材
生
産
コ
ス

ト
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
原
木
価
格
は
低
迷
し
た
ま
ま
の
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
出
材
量
も
減
少
傾
向
。

・
製
品
価
格
が
上
昇
し
て
い
な
い
中
で
、
大
型

工
場
で
の
原
木
消
費
は
工
場
の
生
産
拡
大
に

伴
い
増
え
て
い
る
が
、
原
木
価
格
は
若
干
な

が
ら
も
上
昇
気
味
。
住
宅
着
工
数
が
伸
び
な

い
中
で
、
合
板
工
場
も
生
産
調
整
が
常
態
化

し
て
お
り
、
価
格
上
昇
を
唱
え
る
も
値
上
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

・
金
利
の
上
昇
等
も
あ
り
、
住
宅
着
工
に
つ
い

て
は
横
ば
い
な
い
し
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
木
材
利
用
事
業
者

・
円
安
進
行
に
よ
り
輸
入
製
品
コ
ス
ト
は
上
昇

す
る
が
、
市
況
が
追
い
付
か
ず
利
益
は
圧
縮

さ
れ
、
輸
入
数
量
は
減
少
。
品
目
に
よ
っ
て

は
国
産
材
へ
の
移
行
が
進
む
と
み
る
。

・
後
発
発
電
所
の
国
産
材
利
用
増
に
よ
り
、
需

給
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
。

・
低
質
材
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
者
と
製
紙
会
社
で
の
集
材
競
争
が

激
し
く
な
っ
て
い
る
。

年
比
12
・
５
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
２
０
１
９
年
と
比
較
す
る
と
、
欧
州
材

の
輸
入
量
が
82
％
、
北
米
材
の
輸
入
量
が
47
％

に
減
少
し
た
。
集
成
材
の
輸
入
量
は
63
万
９
千

㎥
で
あ
り
前
年
比
17
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
輸

入
量
の
大
半
を
占
め
る
欧
州
か
ら
の
輸
入
量
の

減
少
が
大
き
か
っ
た
。
合
板
の
輸
入
量
は
１
４

５
万
８
千
㎥
で
あ
り
前
年
比
２
・
５
％
の
減
少

と
な
っ
た
。
丸
太
の
輸
入
量
は
１
７
０
万
８
千

■
２
０
２
５
年
の
主
要
木
材
製

品
の
輸
入
量
・
輸
出
量

２
０
２
５
年
の
製
材
、
集
成
材
、
合
板
の
輸

入
量
は
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
に
よ
り

前
年
に
比
べ
て
減
少
し
た
。
２
０
２
５
年
の
製

材
輸
入
量
は
３
７
８
万
１
千
㎥
で
あ
り
前
年
比

５
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
特
に
北
米
材
製
材
の

輸
入
量
の
減
少
が
大
き
く
、
81
万
３
千
㎥
で
前
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㎥
で
あ
り
、
前
年
比
３
・
７
％
の
減
少
と
な
っ

た
。２

０
２
５
年
の
丸
太
の
輸
出
量
は
過
去
最
高

で
あ
っ
た
昨
年
を
上
回
る
１
９
１
万
２
千
㎥
、

前
年
比
５
・
１
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
ほ
と
ん

ど
が
中
国
へ
の
輸
出
で
あ
る
。
製
材
の
輸
出
量

は
19
万
９
千
㎥
で
前
年
比
30
・
１
％
の
増
加
と

な
っ
た
。
米
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
輸
出
が
増

加
し
た
。

■
２
０
２
６
年
の
木
材
輸
入
の

見
通
し

日
本
木
材
輸
入
協
会
が
と
り
ま
と
め
た
今
年

上
半
期
（
１
月
～
６
月
）
の
主
要
外
材
の
供
給

見
通
し
に
よ
る
と
、
米
加
材
丸
太
は
80
万
㎥
で

前
年
同
期
比
２
・
５
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
製

材
は
米
加
材
が
37
万
㎥
（
前
年
同
期
比
12
・

３
％
の
減
少
）、ロ
シ
ア
材
が
30
万
㎥
（
同
０
・

４
％
の
減
少
）、
欧
州
材
が
98
万
㎥
（
同
５
・

５
％
の
減
少
）、
グ
ル
ー
ラ
ム
（
針
葉
樹
構
造

用
集
成
材
）
が
21
万
㎥
（
同
16
・
０
％
の
減
少
）

と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２
５
年
に
続
い
て
輸
入

材
の
供
給
が
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

■
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
状

況林
野
庁
が
と
り
ま
と
め
た
令
和
６
年
度
の
全

国
の
自
治
体
に
よ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

状
況
を
み
る
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
額

は
、
令
和
元
年
度
の
譲
与
開
始
以
降
、
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
は
市
町
村
と

都
道
府
県
を
併
せ
て
５
２
０
億
円
と
な
っ
た
。

使
途
別
の
内
訳
を
み
る
と
、
間
伐
等
の
森
林
整

備
関
係
に
最
も
多
く
活
用
さ
れ
て
お
り
３
１
７

億
円
（
全
体
の
約
６
割
）
で
あ
っ
た
。
次
い
で

木
材
利
用
・
普
及
啓
発
に
１
２
６
億
円
、
人
材

の
育
成
・
担
い
手
の
確
保
に
78
億
円
が
活
用
さ

れ
た
。

令
和
６
年
度
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
関
係
に

取
り
組
ん
だ
市
町
村
の
割
合
は
82
％
、
人
材
育

成
は
41
％
、
木
材
利
用
・
普
及
啓
発
は
63
％
と

な
っ
た
。
森
林
整
備
関
係
の
取
組
を
中
心
と
し

て
取
組
市
町
村
数
は
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、

私
有
林
人
工
林
１
千
ha
以
上
の
市
町
村
で
は
、

森
林
整
備
関
係
へ
取
り
組
む
割
合
は
98
％
と
高

く
な
っ
て
い
る
。
基
金
へ
の
全
額
積
立
の
市
町

村
は
減
少
し
て
お
り
、全
体
で
７
％
と
な
っ
た
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
市
町
村
の
主
な
取

組
実
績
は
多
く
の
項
目
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

令
和
６
年
度
の
森
林
整
備
面
積
は
６
・
４
万

ha
、森
林
作
業
道
の
整
備
は
１
１
６
・
５
万
ｍ
、

木
材
利
用
量
は
３
・
７
万
㎥
に
な
る
な
ど
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。

■
第
29
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
大
会
開

催木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
（
勝
野

智
明
理
事
長
）
及
び
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合

（
麥
嶋
照
幸
理
事
長
）
は
、
１
月
24
日
（
土
）、

第
29
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別

展
示
大
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
佐
伯

知
広
中
部
森
林
管
理
局
長
、
大
畑
俊
隆
長
野
県

議
会
議
員
他
が
出
席
。
当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修

専
務
理
事
が
出
席
。
全
国
か
ら
出
展
さ
れ
た
木

曽
桧
等
約
１
０
０
㎥
の
製
材
品
の
中
か
ら
林
野

庁
長
官
賞
等
が
選
出
さ
れ
た
。

◇
林
野
庁
長
官
賞
（ 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
ひ
の
き　

柾
盤
（
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）
志
水
林
業
製
材　

◇
長
野
県
知
事

賞　

天
然
木
曽
桧　

柾
平　
（
株
）
井
上　

◇

全
市
連
会
長
賞　
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○
木
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（千㎥） 丸太輸出量の推移
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（千㎥） 製材輸出量の推移

中国 フィリピン 米国 台湾 その他

2026年上半期（ 1～ 6月）主要外材の供給見通し
（千㎥）

2026年上半期見通し 前年同期比（％）

丸　
　

太

南 洋 材  15  ▲1.5 

米 加 材  800  ▲2.5 

ＮＺ材  115  +12.2 

製　
　
　
　

材

南 洋 材  130  ▲4.3 

米 加 材  370  ▲12.3 

ロ シ ア材  300  ▲0.4 

ＮＺ ･チリ材  110  +2.0 

欧 州 材  980  ▲5.5 

グルーラム  210  ▲16.0 

出展：日本木材輸入協会

競りの様子
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展
示
会
に
は
全
国
か
ら
買
い
方
約
80
人
が
参

加
し
、
活
発
な
競
り
が
行
わ
れ
た
。
天
然
木
曽

桧　

柾
盤　

四
方
無
地　

４
・
０
ｍ
×
24
・
０

㎝
×
23
・
５
㎝
に
５
０
０
万
円
／
㎥
、
天
然
木

曽
桧　

板　

四
方
無
地　

２
・
０
ｍ
×
55
・
０

０
㎝
×
４
・
５
㎝
に
３
８
０
万
円
／
㎥
の
高
値

が
付
い
た
。
総
売
上
額
は
１
、３
６
０
万
円
、

平
均
単
価
は
３
７
０
千
円
／
㎥
で
あ
っ
た
。

■
山
元
立
木
価
格
は
杉
が
下
落
、

桧
が
上
昇

（
一
財
）
日
本
不
動
産
研
究
所
（
東
京
都
）

が
令
和
７
年
10
月
30
日
に
公
表
し
た
「
山
林
素

地
及
び
山
元
立
木
価
格
調
査
」（
２
０
２
５
年

３
月
末
現
在
）
に
よ
る
と
、山
林
素
地
価
格
は
、

前
年
に
比
べ
て
用
材
林
地
、
薪
炭
林
地
と
も
に

下
落
、
山
元
立
木
価
格
は
、
前
年
に
比
べ
て
杉

が
わ
ず
か
に
下
落
し
、
桧
が
上
昇
し
た
。

○
山
林
素
地
価
格
の
動
向

全
国
平
均
（
北
海
道
及
び
沖
縄
県
を
除
く
、

以
下
、
同
じ
）
の
普
通
品
等
10
ａ
当
た
り
山
林

素
地
価
格
は
、
用
材
林
地
が
４
万
５
３
３
円
、

薪
炭
林
地
が
２
万
８
、５
６
７
円
で
、
前
年
に

比
べ
用
材
林
地
は
△
０
・
６
％
下
落
し
、
薪
炭

林
地
は
△
０
・
２
％
下
落
し
た
。
変
動
率
を
み

る
と
、
用
材
林
地
で
下
落
が
継
続
し
、
薪
炭
林

地
は
上
昇
か
ら
下
落
と
な
っ
た
。
山
林
素
地
価

格
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
用
材
林
地
、

薪
炭
林
地
と
も
に
２
０
２
２
年
調
査
で
31
年
ぶ

り
に
対
前
年
で
上
昇
し
た
が
、
用
材
林
地
で
は

下
落
が
続
き
、
と
も
に
１
９
７
２
年
の
価
格
に

近
い
水
準
ま
で
低
下
し
た
。
価
格
水
準
を
み
る

と
、
２
０
２
５
年
３
月
末
現
在
の
用
材
林
地
価

格
は
、最
高
で
あ
っ
た
１
９
８
３
年
（
８
万
９
、

３
８
３
円
）
の
45
・
３
％
、
同
じ
く
薪
炭
林
地

価
格
で
は
、
最
高
で
あ
っ
た
１
９
８
２
年
（
５

万
７
、３
８
２
円
）
の
49
・
８
％
の
水
準
で
あ

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
用
材
林
地
が
下
落
し

た
主
要
な
理
由
を
み
る
と
、「
買
い
手
が
な
い
」

15
・
７
％
、「
高
齢
化
」
12
・
５
％
、「
林
業
経

営
の
先
行
き
不
安
」
12
・
１
％
、「
林
業
後
継

者
の
減
少
」
10
・
７
％
、「
木
材
価
格
が
下
落

し
た
」
９
・
４
％
、
の
順
で
、
収
益
性
に
影
響

す
る
「
木
材
価
格
が
下
落
し
た
」
は
、
桧
の
高

止
ま
り
や
杉
の
比
較
的
安
定
的
相
場
に
よ
り
順

位
が
後
退
し
た
。「
買
い
手
が
な
い
」、「
高
齢

化
」「
林
業
経
営
の
先
行
き
不
安
」
等
の
林
地

の
需
要
の
弱
さ
を
表
す
理
由
が
上
位
に
な
っ
て

い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
薪
炭
林
地
が
下
落
し

た
主
要
な
理
由
を
み
る
と
、「
買
い
手
が
な
い
」

13
・
４
％
、「
林
業
後
継
者
の
減
少
」
９
・

５
％
、「
高
齢
化
」
８
・
６
％
、「
林
業
経
営
の

先
行
き
不
安
」
６
・
８
％
、「
パ
ル
プ
チ
ッ
プ

材
の
需
要
が
減
少
し
た
」
３
・
２
％
と
、
林
業

後
継
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
入
れ
替
わ
っ
た
以

外
は
前
回
調
査
と
順
番
は
変
わ
ら
ず
、
様
々
な

要
因
の
結
果
と
し
て
林
地
の
需
要
の
弱
さ
を
表

す
理
由
の「
買
い
手
が
な
い
」が
ト
ッ
プ
で
あ
っ

た
。

○
山
元
立
木
価
格
の
動
向

全
国
平
均
の
利
用
材
積
１
㎥
当
た
り
山
元
立

木
価
格
は
、
杉
が
４
、０
２
６
円
、
桧
が
９
、４

９
４
円
、
松
が
２
、４
５
３
円
で
、
前
年
に
比

べ
杉
は
△
２
・
４
％
、
松
は
△
４
・
６
％
と
そ

れ
ぞ
れ
低
下
し
、
桧
は
前
回
か
ら
更
に
上
昇
幅

が
拡
大
し
６
・
２
％
上
昇
と
な
っ
た
。
変
動
率

を
み
る
と
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
収
束
後
、
杉
、

桧
、
松
と
も
に
２
０
２
３
年
調
査
で
大
幅
な
下

落
に
転
じ
、
桧
が
若
干
持
ち
直
し
た
が
、
杉
、

松
は
低
下
が
継
続
し
た
。

価
格
水
準
を
み
る
と
、
２
０
２
５
年
３
月
末

現
在
の
杉
立
木
価
格
は
、
最
高
で
あ
っ
た
１
９

８
０
年（
２
万
２
、７
０
７
円
）の
17
・
７
％（
１

９
５
３
年
頃
の
水
準
）、
同
桧
立
木
価
格
は
、

最
高
で
あ
っ
た
１
９
８
０
年
（
４
万
２
、９
４

７
円
）
の
22
・
１
％
（
１
９
６
１
年
頃
の
水
準
）

と
低
水
準
で
あ
る
。

円
安
が
続
き
輸
入
材
の
価
格
が
上

昇
し
た
の
で
、
柱
材
な
ど
で
輸
入
材

か
ら
国
産
の
ス
ギ
へ
の
代
替
が
進
ん

で
い
る
。
我
が
国
は
製
材
や
集
成
材

を
北
欧
か
ら
最
も
多
く
輸
入
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

ら
の
輸
入
が
多
く
、
２
０
２
５
年
の

製
材
の
輸
入
量
は
76
万
㎥
，
集
成
材
の
輸
入
量

は
22
万
㎥
に
及
ぶ
。
主
な
樹
種
は
、
柱
材
に
使

わ
れ
る
ス
プ
ル
ー
ス
（
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
と
呼

ば
れ
る
）
や
梁
な
ど
の
横
架
材
に
使
わ
れ
る
欧

州
ア
カ
マ
ツ
（
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
と
呼
ば
れ
る
）

で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
土
面
積
は
我
が
国
よ
り

や
や
小
さ
く
、
森
林
面
積
は
約
２
千
３
百
万
ha

で
我
が
国
よ
り
や
や
小
さ
い
。
木
材
生
産
用
の

森
林
は
約
１
千
９
百
万
ha
あ
り
、
森
林
の
年
間

成
長
量
は
約
１
億
㎥
、
年
間
伐
採
量
は
約
９
千

万
㎥
で
あ
る
。
２
０
２
５
年
の
丸
太
の
生
産
量

は
約
５
千
５
百
万
㎥
で
，
こ
の
う
ち
製
材
用
丸

太
が
約
２
千
６
百
万
㎥
、
パ
ル
プ
用
丸
太
が
２

千
９
百
万
㎥
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
針
葉
樹
の

製
材
の
生
産
量
は
、
年
間
約
１
千
百
万
㎥
で
あ

る
。同

国
の
人
口
は
５
５
６
万
人
で
国
内
需
要
が

少
な
い
た
め
、
木
材
産
業
は
輸
出
へ
の
依
存
度

が
高
い
。
輸
出
先
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
が
多
い

が
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
等
に
も
輸
出

さ
れ
、
日
本
へ
の
輸
出
量
は
同
国
の
輸
出
量
全

体
の
６
％
程
度
を
占
め
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

ら
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
製
材
は
、
例
え
ば
、

間
柱
が
７
万
円
／
㎥
以
上
等
で
取
引
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
比
べ
て
、現
地
で
の
立
木
価
格
は
、

２
０
２
５
年
は
ス
プ
ル
ー
ス
が
平
均
で
82
・
９

ユ
ー
ロ
／
㎥
、
欧
州
ア
カ
マ
ツ
が
平
均
で
80
・

８
ユ
ー
ロ
／
㎥
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
近
年
の

為
替
レ
ー
ト
、
１
ユ
ー
ロ
約
１
６
０
円
～
１
８

０
円
台
で
換
算
す
る
と
か
な
り
高
い
立
木
価
格

を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
は
日
本
の
よ
う
な
山
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
森
林
も
ほ
ぼ
平
坦
な
土
地
に
あ
り
、
伐
採

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
な
ど
の
高
性
能
林
業

機
械
を
使
っ
て
効
率
的
に
行
わ
れ
、
製
材
工
場

も
大
規
模
で
効
率
的
な
生
産
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
高

い
立
木
価
格
を
実
現
し
て
い
る
背
景
に
は
、
森

林
所
有
者
の
組
織
化
や
意
識
の
高
さ
も
あ
げ
ら

れ
る
。
同
国
で
は
個
人
所
有
の
森
林
が
多
く
、

森
林
所
有
者
は
約
62
万
人
で
、
総
人
口
の
割
に

多
い
。
森
林
組
合
の
よ
う
な
森
林
所
有
者
の
組

織
が
小
規
模
森
林
所
有
者
の
森
林
管
理
や
木
材

販
売
の
取
引
を
行
う
こ
と
も
多
く
、
ま
た
、
森

林
所
有
者
は
立
木
の
価
格
に
関
心
が
高
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、
工
場
等
の
立
木
の
買
い
手
側
も

こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

雑 記 帳


